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ABSTRACT
Purpose : The purpose of this study is to clarify the knowledge of adolescent college students related 
to domestic violence and dating violence.
Method : The survey was performed with an unsigned questionnaire answered by 455 adolescent 
students.
Results : As for their knowledge of the issues, out of 175 nursing students, 169 （96.6%） know 
about domestic violence and 142 （81.1%） know about dating violence. 118 students （65.2%） got 
the knowledge in schools and lectures and 36（19.9%） on the Internet （multiple answers）. As for 
ʻviolenceʼ, 129（15.1%） recognize it as ʻforce and controlʼ and 117 （13.7%） as ʻpsychological abuseʼ. 
Regarding ʻno violenceʼ, 118 （19.8%） recognize it as ʻrespect and empathyʼ, 115（19.3%） as ʻequality 
and fairness （multiple answers）. Out of 455 students, 33（25.0%） have directly heard or seen DV 
and /or dating violence.
34（7.5%） have ever committed violence to their romantic partner and 37（5.1%） have been the 
victims of dating violence. The main causes of assault and victimization were very similar : ʻinsulting 
by wordsʼ and ʻtrying to stop the partner dating with othersʼ （multiple answers）.











































































































































































表 1 　DV・デート DV に対する認知
 n＝175
項　　　目 DV デート DV人 ％ 人 ％
知っている 39 22.3 28 16.0
まあまあ知っている 130 74.3 114 65.1
知らない 6 3.4 33 18.9



































































表 5 　身近で DV を見たり聞いたりしたこと
項目 看護学生（n＝175） 工業高等専門学校生（n＝280）
人 ％ 人 ％
ある 33 18.9 19 6.8




交際相手に暴力をした 34 7.5 421 92.5






人 ％ 人 ％
馬鹿にしたり傷つくことを言う 22 28.6 22 24.7
他の友人との付き合いを止める 22 28.6 21 23.6
叩く，蹴る，物を投げる 16 20.8 12 13.5
相手のメールをチェックする 10 13.0 19 21.4
性的な無理強いをする 3 3.9 10 11.2













































































































　①  DV・デート DVの認知は，DV 96.6％，デー
ト DV 81.1％で，主に学校や講義から情報を得
ている。
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抄　　　録
目的：本研究は，青年期学生のドメスティック・バイオレンス（DV）・デート DV に対する認識を明らか
にすることを目的とした。
方法：調査は，自記式無記名質問紙調査法とし，青年期学生455人を対象とした。
結果：DV・デート DVに対する認知について，看護学生175人中，DVを「知っている」169人（96.6％），デー
ト DVを「知っている」142人（81.1％）であった。情報の入手は，学校・講義118人（65.2％）が最も多く，
インターネット36人（19.9％）であった（重複回答）。暴力の認識については，「力と支配」129人（15.1％），
「心理的な虐待」117人（13.7％）であった。暴力をしないことの認識については，「尊重・共感」118人（19.8％）
で最も多く，「対等・平等」115人（19.3％）（重複回答）。身近で DV・デート DVを見たり聞いたりしたこ
とについては，看護学生175人中「ある」33人（18.9％）で，工業高等専門学校生19人（6.8％）であった。
交際相手に暴力をした人は，34人（7.5％），暴力を受けた人は37人（5.1％）であった。交際相手にした暴力
および交際相手から受けた暴力の上位は同様で，「馬鹿にしたり傷つくことを言う」，「他の友人との付き合
いを止める」であった（重複回答）。
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